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本書の読みかた

.本書の構成

本書は次の5つの部分で構成されています。

園準備編

TH-F28/TH-F48をお使いになる前に必ず巨を通し

てください。

圃基本編
TH-F28/TH-F48の簡単な使い方を説閉します。は

じめて無線機をお使いになるかたは、まずここをマスターしま

しょう。

本書の冒頭には簡単な用語集を付けてあります。基本編でわか

らないことばが出てきたら、こちらもご覧ください。

田こんなときこう使う

TH-F28/TH-F48には便利な機能がたくさんありま

す。使いはじめの頃は、どんなときにどの機能を使ったらよい

か迷うことも多いかも。シチュヱーシヨンインデックスは楽し

い4コマ漫画でそんな悩みを解決します。

-使いこなし編
いよいよ本格的な操作説聞です。機能ごとに参照できるように

まとめられています。 TH-F28/TH-F48の豊富な機

能を使いこなすために、お役立てください。

園保守編

オプション機器の取り付けや、アフターサービスについて説閉

します。故障かな?と思ったらここをご覧ください。
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.表記上の約束
本文の操作説明は次のように、上から操作の順番に書かれてい

ます。
"1 

-，'ー寸

圃
SHIFT [0 ]を押す

oC二〉
住!!)B [M]を 1秒以上押し、 [4 ]を押す。
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6事[同調]を回す。
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[ 0 ] [M] [同調]はキ一、スイッチやつまみの操作を表し

ています。 [0]は foキーを押してくださいJという意味で

す。

宅島Bは fMキーを 1秒以上押してくださいJという意昧で、
す。

.何かのキーを押しながら電源を入れるときの操作
電源を入れてから表示が出るまでキーは押したままにしておき

ます。
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用語集

UHF 
300MHz-3000MHzの周波数帯。波長は 10cm
以上-1m未満。業務無線やTV放送などで広く利用されて
います。 430MHzバンドはこの周波数帯に入り、波長が約
70cmのため70cmバンドとも呼ばれています。

VFOモード
テンキーや〔向調〕を使って周波数を設定できる状態。 VFO

キーを押すと VFOモードになります。

VHF 
30MHz-300MHzの周波数帯。波長は 1m 以上-1
Om未満。限られた地域での通信や放送に広く利用されてい

ます。 144MHzバンドはこの周波数帯に入り、波長が約2mの
ため2mバンドと呼ばれています。

みー-.~-

-コールチャンネル
相手局を呼び出すのに使用する周波数。コールチャンネルは

周波数帯ごとに決められています。

144MHz帯 145.00MHz
430MHz帯 :433.00MHz

シフト
設定された受信周波数に対して送信周波数を+または一方向

に増減する機能です。レピーター運用時などに使用します。

-シンプレックスチャンネル
メモリーチャンネルに登録された送信周波数と受信周波数が

等しいチャンネル。

-スキャン(走査)
周波数を自動的に変化させて信号を受信します。信号を受信

するとスキャンを一時停止します。

スケルチ

信号を受信していないときに聞こえるザザザーという雑音を

なくす機能。スケルチのレベルは SQLつまみで調整しま

す。

「スケルチが聞く」とは、信号を受信してスケルチを解除し

た(信号を受信できる)状態のことです。 CTCSS、DT

SSやページングでは、あらかじめ設定したコードが一致し

なければ、信号を受信してもスケルチが聞かず交信できませ

Iv。

-スプリットチャンネル

メモリーチャンネルに登録された送信周波数と受信周波数が

異なるチャンネル。 1つのチャンネルに2つの周波数を登録

することになります。

-テンキー

前面パネルにある0-9キーのことをテンキーといいます。



-ビジー CBUSY)
電波を受信している状態。

メインバンドとサブバンド
TH-F28/THーF48はメインバンドとサブバンドの

2つの周波数帯が使用できます。ただし、メインバンドでは

送信と受信ができるのに対し、サプバンドでは受信しかでき

ません。

TH-F28とTHー F48ではメインバンドとサプバンド

がちょうど逆になります。

TH-F28 

メインバンド 14 4 -_1 4 6 M H z 

サブバンド 430-440MHz 

TH-F48 

メインバンド430-440MHz

サブバンド 144-146MHz 

-メモリ一
周波数やメッセージなどのデータを記憶する機能のこと。あ

らかじめ特定のチャンネルにデータを登録しておくと、必要

なときにチャンネル番号だけで呼び出すことができる。

レピーター
遠軍用交信のための中継局。 2者聞の交信の聞に入り、一方
の局か5"受信した信号を増幅しでもう一方の局に送ります。

430MHz帯で設けられています。

Sメーター
受信した電波の強さを表示します。
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電源について

本機を使用するときは電源が

必要です。短時間のご使用に

は単3電池6本を別にお買い

求めくださし、。

長時間のご使用には別売の

ニッカド電池や安定化電源を

おすすめします。

‘t 

梱包晶を確認する

すべての部品が揃っているか確認します。

注意:ダンボール箱などは、移動の際や、アフターサービスのご依頼時などのために保管しておいてください。



使用上の注意

-本機を用いて、 10分以上の連続送信をすることはできませ

ん。タイムアウトタイマ一機能により、 10分たつと送信が

自動的に終了します。

-本機の内部は調整済みです。手を触れないでください。

-固定運用時は、他の電子機器への電波障害と電圧異常による

本機の破損を避けるため、外部アンテナをご使用ください。

-外部電源には必ず専用のDCコード (PG-2W別売)をお
使いください。

-車載時、シガレツトライターへ接続する場合は、必ず専用の

シガレットライターコード (PG-3FまたはPG-3H別
売)をお使いください。

-車のバッテリーを充電するときは、電圧異常による本機の破

損を避けるため、シガレツトライターコードを必ず抜いてか

ら充電してください。

-別売のニッ力ドバッテリー (PB-13)はDCI N端子か
ら自動的に充電されます。 PB一 13の過充電を防ぐため、

P 6-13を接続したままで 15時間以上充電することはお
やめください。

-故障の原因となりますので、 5.8V以下または 16V以上の

電圧を加えないでください。

アンテナを取り付ける

アンテナのコネクタ一部を持って本体のアンテナ端子に差込

み、右に回します。

園
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電池をセットする
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表示が点燈しなく
なったらすみやか

に電池を充電して
くT三さい。-• 

①単3電池6本を電池ケースに+、ーの印どおりに入れます。

マンガン電池またはアルカリ電池を使用してください。ニッカド電池を

使用すると、ショートによる発熱で、電池ケースや本体が破損するおそ

れがあります。

注意

②電池ケースを本体の底面から挿入します。

.電池の使用可能時間

使用可能時間の目安を示します。

(送信6秒、受信6秒、無信号の受信48秒単位時間)

電池 IHIMILIEL 
アルカリ電池 I13 I 15 I 23 I 60 
マンガン電池 I4 I 5 I 7 I 23 
PBイ3 I 5.5 I 5.5 I 8 I 17 
アルカリ電池 I12 I 14 I 19 I 59 
マンガン電池 I4 I 5 I 7 I 21 
PB-13 I 5 I 5 I 7.5 I 16 

TH-F28 

電池ケースを本体からはずすときは、本体背面のリリースボタンをスライドさ

せてから、引き抜いてください。
TH-F48 

アルカリ電池やハイパワーでの出力や長時間の運用には、

ニッカド電池のご使用をおすすめします。

-電圧表示のみかた
送信時、ディスプレイはバッテリーメーターになり、電圧レベ

ルを示します。電圧のレベルが低下したら、電池交換や充電を

行ってください。

.・
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BANDキ-. 

.. 

婚をす石原j二次の搬を Lt九・・・・・・...~

.同調つまみ

.SQLつまみ

.マイクロホン位置

.P OWE Rスイッチ

.スピーカ

.ディスプレイ

.CALLキー

.MR (メモリーリコール)キー

.VFOキー

.テンキー

.MHzキー



まず始めに電源を ONにします。使い終わったら電源を OFF

にするのを忘れないでください。

ザーッという音が聞こえるまでVOLつまみを回します。

5ヨ [POWER]を押す

電源が入り、ディスプレイに周波数が表示されま

す。

島
[V 0 L]を時計方向に回す

ザーッという音か、交信中の音声が聞こえます。

(TH-F48の場合)
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周波数表示

オートパワー
オフ機能が
ONになって
います。

LIコ::1r/rll-， 
-t ~t ~t • LtLILt 

-耳目 APO

もう一度押すと、電源カずOFFになりディスプレイ

の表示が消えます。

.. 



信号のないチャンネルを受信すると、ザーという雑音が聞こえ

ます。この雑音をなくす機能をスケルチと呼びます。

島 [同欄一謂

fこ=--.~ [SQL]を時計方向に固し、ザ一という音が闇こ

j叫瀦 えなくなるところに合わせる

スケルチのレベルが低すぎる(スケルチが浅すぎ

る)と雑音でスケルチカず聞いてしまい、逆にレベル

カf高すぎる(スケルチが深すぎる)と、雑音だけで

なく弱い電波も聞こえなくなります。スケルチのレ

ベルは SOLつまみで調整します。

SOLつまみ使用例:

注意 雑音が消える位置は、雑音電波や温度など周囲の影響により変化しま

す。

‘2・

周波数を設定します。次の4とおりの方法があります。

-同調つまみを使う

.テンキーをイ吏う

・コールチャンネルを呼び出す

・メモリーチャンネルを呼び出す(rメモリーに登録する」
P35参照)

-両調を使って周波数を合わせる

iラ[同調]を園す同調つまみを時計方向に回すと、周波数が20k H z 

(初期値)ずつ増加します。反時計方向に回すと、 2

OkHzずつ減少します。希望する周波数に合わせて

ください。

周波数を lMHz以上増減するときは、 MHzキーを押してから同調つまみを回

すと、すばやく希望する周波数に合わせることができます。



-テンキーを使って周波数を合わせる

[0] - [9]で周波数を入力する

例 14.5.020MHzに合わせる(TH-F28)

叩⑪

叩

Q
v
m⑮

回
「

F
-
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一
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U
「

D
}。

J
M

川⑮
v
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[5 ]を押す。

l OOkHz桁以下がーで表示されます。

|t山…|，--，~，. 
図即日 | 

[0] [2]を順に押す。

ILJC ，-，コ，-，
I-'J.LILU 
回 APO

例 433.640MHzに合わせる (TH-F，48)

一「問L'ココ一一・・，_，_， . 回APO

[4 ]を順に押す。

LJココ ιυ，-，
IJJ.C，--，L' 
I!J APO 

-工場出荷時、周波数ステップは20kHzに設定されています(I周波数ス

テップを変更するJP23参照)。
・最初に入力した数字がMHz桁の値となり、続けて入力した2つの数字がI

OOkHz桁と 10k H z桁の値となります。 lkHt桁は必ずOになりま

す。

-コールチャンネルに合わせる

Q 
[C A L L]を押す
ディスフ。レイにコールチャンネル周波数とCが表示

されます。

υココ rtrtrIr |(TH-F48の場合)
'~I~I. LILIιJι 
回目PO

コールチャンネルに設定されている周波数

TH-F28 145. OOOMHz 

TH-F48 433. OOOMHz 

コールチャンネルの周波数は変更することができます(Iコールチャンネルの

データを変更するJP38参照)。

交
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前
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:メインバンドの受信 】l
同調つまみやテンキーを使って希望の周波数に合わせます。

信号を受信すると、相手の声が聞こえます。

ディスプレイにはBUSYとSメータが表示されます。

.，~' -司F

~L'コ I ，-，コ，-，. ，_， 1. LIL LI 
ilD D APO 

BUSY表示

/ 現在地は

て横浜市



【サブバンドの受信 】

メインバンドのほかにサブバンドを受信することができます。

TH-F28 
メインバンド (144-146MHz VHF帯)
サブバンド (430-440MHz UHF帯)

TH-F48 
メインバンド (430-440MHz UHF帯)
サブバンド (144-146MHz VHF帯)

|サブバンドの送信はできません。

-常"6 

Q 
[B A N D]を押す

サブバンドを受f言できるようになります。サブバン
ドの周波数を合わせてください。

受
信
す
る

=-IL J L-: _-:/_-:11-' = ，--;コ.コじL'
l!1!ID 0 APO 

もう一度押すと、メインバンドの受信に戻ります。

メモリーにはメインバンド/サブバンドの区別なく、受信周波

数を書き込むことができます。

‘E・



送
一
信
仰
す
る

‘1>> 

、、、

送信する前に、使用する周波数を他局が使用してい

ないかを確認します。周波数が使用されていないこ

とが確認できたら、送信を行います。

⑤ 

..... -~ 

[P T T]を押しながら、マイクロホンに向かつて話

す

~L'ココ 11-11-' 
; --，ー.，_，.IL/LI 
回 APO

バッテリーメーター

マイクロホンは口元から 5cm程度離してくださ

い。近づけすぎたり、離しすぎたりすると、相手が

聞き取りにくくなります。



@ [P T T]を離す
受信状態に戻ります。メーターはSメータに変わり

ます。

Sメーター

，，-，，-， 
tLtLt 

相手の声が聞こえます

.. - ，，.，.，. 
ヨ. . 

タイムアウトタイマー

本機は連続して I0分以上送信を続けると、強制的に受信状

態に戻ります。さらに送信を続けるときは、いったん PTT

スイッチを離して、もう一度押し直してください。この機能 窪
咽-

は解除できません。 I回

す
る

注意 ・送信する前に、低SWR(1.5以下)のアンテナが接続されている

ことを確かめてください。

-送信する前に必ずその周波数を受信し、他局が交信していないことを

確かめてください。

-ハイパワーで長時間送信すると、機器の温度が上昇し、故障の原因と

なることもありますので、ご注意ください。

‘固・



こんなときこう使う

シチュエーションインデックス

.違うバンドの無線機と交信したい

Kさんが無線機買っ

たって

早速、交信してみょ

っ

あれ、バンドが違

うけど交信できる

のかな

‘. 

-よく使う周波数を簡単に呼び出したい

いつも使う周波数カf

同じ

ZさんとはOOMHz

~.. GさんとはムムMHz

簡単に呼び出す方

法は

言葉霧



圃
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

‘目惨

.あの人だけと交信したい

CTCSS、DTSS、
ページング

~P46 

Kさんだけと交信し

たいんだけど.

他の人の声ばかり

入ってくる。

キャンフ。に行:った

ときにもイ吏いたい

んだけど

.遠くの相手と交信したい

.. - "'T  ヨ. . 

Cさんと交信したい

んだけど.

Cさんの家は遠くて

電波カf届かない

もっと大きな無線

機を買わないとだ

めかな

， . 



.取扱説明書通りに動かない

説明書通りにやって

るのにうまく動かな

し、

この前、適当にい

じっちゃったから

確か、買ったばっ

かりのときはうま

くいったよね

‘園・

~‘- . 



.. -.v ..... 
4 



‘1>> 

7"ンテナ

@ 
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⑩ 

④ 

⑤ 

⑥⑦③  

~， 

⑮ 

マイクロホン

スピーカー

⑮

⑮

@

@

 

バッテリーパック

③ 

⑮

⑬

⑪

⑫

@

 

⑧ 

⑧ 



圃
各
部
の
名
称
と
機
能

電源をON/OFFします。電源をO
Nするには、 0，3秒以上続けて押して

ください。

.6.M-t返る A ー"Ë"'T;':;'~'工ジ両主主語i三岳m じ達示・・・・ 4
キ一

心ふ己ぶ 1";'1-シj三日二二みiGM副作
えます0

@V長己主…・T沿F己主二耐とじ追手(r扇語集J~長
照)。

るM点瓦二・…・…一'"蚕語.ずみ沿五長万三長二ぶ五7しを註lf
出します。

⑬ CALLキ一 |コールチャンネルを呼び出します。

⑨テンキー |周波数の設定やメモリーチャンネルの

呼び出しに使います。

語己 LO己K是二"Ta証言:1:這二いとじ亙示一時剥語:<E半長示
Lこイ吏います。

@ B E L Lキー |ベルをON/OFFします。

@Fキー |他のキーと組み合わせて使うと、いろ
いろなファンクション機能を呼び出す

ことができます。

.6.ME二…一…一…T;'逼V二王込戸出じ記長・二7~霊長
するときに使います。

6.M-H-i品-二………・r-y長石丞ニード干ゐ白IjlI室長め'1言語k
lMHz単位になります。

る LOW瓦二-・…一 I"~主j量出元亙ffl.) 苔瓦証示"

‘. 

-各部の名称と機能

育E機キー名称

⑮ POWER 
スイッチ

直流電源に接続するための端子です。

接続には別売のDCコードをご使用く

ださい0

@M 日.品主・……r~~蔀""'<'-(る己ぶ戸毛主晶子 ~t~ゐ丙品
子です0

@三戸埠芋…・・…・…r瓦語文民二元二手 t~t;i-(半云シ這語読
するための端子です(インピーダンス

8 Q)。

④アンテナ |付属のアンテナをここに接続してくだ

コネクター |さい。

⑤ ON AIR表示|送信中に点灯します。

⑥ VOLつまみ |音量を調節します。

⑦ SOしつまみ |スケルチを調節します。

③同調つまみ |周波数、メモリーチャンネル、スキャ

ンの方向などを設定します。

@M万NI 云-記..;.~ri.~十万長.益二時8~HとM~手，L.量子受-i言
信号をモニターするのに使日ま-"91ち

CTCSS 、DTSS、ぺージングO

N のときも使用できます。

@LA雨戸瓦正二子rチ-(云子じ誌記￥シヲ正面N/OF下
します0

@P 示子元干;三 .1..2長j言:t三極ぷ量子ごと丙云干 'YT~~中じ
ながらマイクロホンに向かつて話して

lください。

@LOCKスイッチ|キーの入力を受け付けないようにしま
す。

育E機キー名称

IN端子① DC  



-ファンクション機能

複数のキーを組み合わせて使うと、いろいろなファンクション

機能を呼び出すことができます。

-各キーを 1秒以上続けて押す

キー操作 機 自信

δE VFOスキャンを開始する
δ田 メモリースキャンを開始する

δ圃 コールスキャンを開始する
L一一一ー

. Fキーを押し、続けて各キーを押す

キー操作 機 首E

Q:)A ~ Q ディスプレイランプを常時ONにする

Q:)A ~ そう クロスパンド機能をON/OFFする

Q:)A ~ δ メモリーデータをVFOに移動する(メモリーシフト)

Q:)A ~ δ VMスキャンを開始する~
Q:)A ~ O VMCスキャンを開始する

PAG 
ページングをON/OFFするQ:)A ~1@ 

DTSS 

DTSSをON/OFFするQ:)A ~2@ 

L旦 A ~ 3⑤ CTCSSをON/OFFする

.. 

キー操作 機 書E

MSGM メモリーチャンネルカf名前表示の時周波
Q:)A ~5@ 

数表示と名前表示を切り替える

Q:)A ~ 6但忌
メモリーチャンネルロックアウトをON
/OFFする

Q:)A ~ 7@  バッテリーセーバーをON/OFFする l

Q:)A ~B@ オートパワーオフをON/OFFする

Q:)A ~ oCコ シフトを切り替える(シフトなし、+シフト、ーシフト)
肉EV

Q:)A ~くコ リパースをON/OFFする
Cι.OCK 

GコA ~ -C? トーンをON/OFFする
Q:)A ~ @C  周波数ステップを変更する

Q:)A ~@D 送信を禁止する

Q:)A ~ o メッセージ受信をON/OFFする



" Fキーを 1秒以上押し、各キーを押す

F表示が10秒点滅します。

4 

キー操作 機 青E

@A~ δ メモリーチャンネルの呼び出し桁数を切り替える(，桁←→2桁)

@A~ 合 ページングのコード/チャンネルを設定
する

@A惨め DTSS のコードを設定する
③ A ~遇 オープンページングON/OFFする

巳島ApsqMSGEM 〉 プ日夕、フムスキャン 1の上限周波数を呼
び出す

③ A ~品 プログフムスキャン2の上限周波数を呼
び出す

@A~ 品 パッァリーセーバーの比率を設定する

@A~φ プログフムスキャン 1の下限周波数を呼
び出す

@A  ~ 9@'!) 
プログフムスキャン2の下限周波数を呼
ぴ出す &戸タ守

@Aー惨針eαVコE CTCSS周波数を設定する
BEI比

“ 

"Mキーを押し、続けて各キーを押す

キー操作 機 書E

① ~θδ122y トチャンネルに送信局波数を書

キー操作 機 首E

QDs ~ δ メモリーチャンネルにデータを書き込む
0 s ~ δ コールチャンネルにデータを書き込む
QDs ~ o メッセージを書き込む

"Mキーを 1秒以上押し、各キーを押す
園
各
部
の
名
称
と
機
能

キ操作 機 書g

任:!!)s ~ δ メモリーチャンネルをチャンネルザと「消去する

但:!!)s ~ 4@  プロクフマブルVFOの上限周波数を室
き込む

任IDs ~ 5@  
プロクフムスキャン 1の上限周波数を室
き込む

任IDs ~ 6~ 
プロクフムスキャン2の上限周波数を室
き込む

$AVE プログフマブルVFOの下限周波数を室
屯IDs ~ 7@  

き込む

任IDs ~ 8包~ プログフムスキャン 1の下限周波数を室
き込む

任IDs 砂 9笹D プログフムスキャン2の下限周波数を童
き込む

任IDs ~ 
STEP 
但忌c メモリーチャンネルの名前を消去する

任IDs ~ ヴ= 受信メッセージバッファを消去する

.・



1-0 、 !J~

-各キーを押しながら‘ POWERスイッチを ONにする ・CLOCKキーを押して時計表示にする

キー操作
/仁

機 青E Fキーを押し、続けて各キーを押す

む + ~当 オートレピーターオフセットを ON/

OFFする
PAG 

~ チャンネル表示の設定/解除1@  + 

2GDTBSS + ~ DTSS信号のディレイ時聞を切り替える
3信CTC号sS + ~ DTMFタイマーを ON/OFFする
MS日GM

Eヨ スキャン再開条件を切り替える(To← s@  + → C 0) 

キー操作 機 自E
PAG 
現在時刻を設定する0A  ~ 1@  

0A  ~ 4@  ONタイマーの時刻を設定する

MSGM 
ONタイマーを ON/OFFする0A  ~ 5@  

LOUT 
アラームを ON/OFFする0A  ~ 6@  

SAVE 
OFFタイマーの時刻を設定するて8A ~ 7@  

APC 
Eヨ ビープ音を ON/OFFするs@  + ""0 OFFタイマーを ON/OFFする0A  ~ B@  

δ 区ヨ メッセージメモリーモードをON/
+ 

OFFする 0A  ~ 2@詰 現在時刻を時報に合わせる

.cコ+ ~ ベル音を切り替える
CDA+  5ヨ VFOをリセットする
0 B+ 5ヨ メモリーをリセットする

‘2・



TH-F28/TH-F48を好みに応じた状態に

設定できます。設定できる項目は次のとおりです。

ページ

居波数ステップ…・・・・H ・H ・....…・・…....・.....注3什

プログラマブルVFO・….......・H ・....…・…..25

送信出力.…....・ H ・.....……・……………ー26

キーロック…………...・ H ・....………………ー26

ビープ音OFF…....・H ・...........................27

バッテリーセーパーOFF…….....・H ・.....28

オートパワーOFF………....・ H ・-…….29

チャンネル表示・……・・H ・H ・....…・・……・・….29

日寺言十……………・ー ……・・ ……… ...・ E・..…………30

周波数ステップを変更する

同調つまみで周波数を合わせる (VF 0モード)ときの、

ステップ幅(増減単位)を変更します。

Q 
[V F 0]を押す

(DA [F]を押し、
v 続けて
STEP [MH z]を押す
告白c ステップ選択モードになり、現在のス

テップ値が表示されます。

島
[同調]を回して変更したいステップを選

択する

L コJt.Lrt t 
回 APO

選択できるステップは次の通りです。

5、10、15、20、12.5、25

Q [V F 0]を押す

ー-必要
応
じ
て
設
定
す
る

‘. 



補足周波数ステップと周波数の設定

周波数ステップによって、入力できる周波数の桁数が‘異なりま

す。また、設定される周波数は次のとおりに補正されます。

-ステップが、5、 15のとき

145.322 → 

1 k H zまで入力

145.320 

0-4 → O 

5-9 → 5 

に補正

1 0 k H zまで入力

-ステップカず 10 、 20のとき

1 4 5. 3 2 → 145.320 

1 k H z桁は Oに補正

-ステップが12. 5、25のとき

1 4 5. 3 2 → 145.325 

1 0 k H zまで入力

1 00 k H z未満の補正は

次のとおりです

1 0 k H z 
桁の入力値

O 

定
撒
一

o

設
問
一
。

1 0 k H z 
桁の入力値

5 

定
撒
一

0

設
町
一

5
…，---------r-----i-2-.-5---.T-------6 一一|一一 6一三子
話 …|一一一一三 5 …r------7.…一一|一一一 75 
言 一一一|一一-i-ru l -i一一一一一!一一 87.5 
. 4 -|--i-7-u-l 言一一一一一|一一 87. 

‘. 

補足 周波数ステッブの変更による周波数補正

周波数ステップを変更すると、表示される周波数の 10 k H z 

以下の桁は次のとおりに補正されます。

例:ステップを 20から 12. 5に変更する

439.920MHz → 439.925MHz 

-ステップを 5、 10 、 15、20から 12. 5、25へ変更

する

元の周波数 表示される周波数

日 1-守 O、 5、 10 、 15 O 

2 0 、25、30 、35 2 5 

???-4-17一一50二 ~__~___J 一一一一一一一一一?ー?
6 0 、 65、 70 、 75 

7 5 
8 0 、 85、 90 、 95 

-ステップを 12. 5、25から 5、10 、 15、20へ変更

する

元の周波数

O 

表示される周波数

O 

1 2.5 1 0 

2 5 2 0 

3 7.5 3 0 

5 0 5 0 

6 2.5 6 0 

7 5 7 0 

8 7.5 8 0 



周波数の範囲を限定する
(プログラマブルVF 0) 

VFOモードでの周波数の可変範囲をMHz単位で -上限周波数を設定する

4・ 設定できます。(メインバンドのみ)

SHIFT [0]-[ 9]で上限周波数を設定する -例 :VFOの可変範囲を 432.000-433. 圃 oCコ 433.000-433.980 のいずれ
吋診 995MHzに設定する場合(TH-F48) の値を入力しでも上限周波数は 43 3. t必

9~訟 000が設定されます。 要
-下限周波数を設定する

υ仁コJ:"コJ. ，rll-， 応
Q 

[V F 0]を押す ILILI じ
図 APO て

SHIFT [0 ]-[ 9]で下限周波数を設定する 任⑤B [M]を 1秒以上押し、 [4]を押す。 設oCコ v ピッと音がして上限周波数が設定されま 定
432.000-432.995のいずれ 4@D した。 す

9匂訟
の値を入力しでも、下限周波数は る
432.000が設定されます二q 戸日

Gろ
[同調]を回す

同調つまみを回したときのVFOの可変.. 
範囲は 432.000-433.995M

lIJJJ3LJ3.L11tLJ-EuL-t I Hz (5kHzステッフ。のとき)となり
回 APO ます。

任IDS [M]を 1秒以上押し、[7]を押す。

圃 Q)A 
[F]を押しながら[POWER]を押す

v ピッと音カずして下限周波数が設定されま

~ 
イ也のデータも同時にリセットされますの

SAVE した。 でご注意ください(rV F 0リセットj
7@D 

P66参照)。

e・



圃

.. 

交信距離に応じて送信出
力を切り替える

キー操作をできないよう

にする(キーロック)

交信相手との距離に応じて送信出力を切り替えま

す。送信出力はH (最大)→M→ L→ EL (最小)

の4段階を選択できます。

携帯中にキーがf可かに触れてもキーの入力を受け付
けないようにできます。

ただし、次のキーは動作します。

[LAMP]、 [M0 N I ]、 [pT T] 

遠く離れた相手と交信するときはH (表示はありま
せん)を選択し、送信出力を上げます。逆に、近距

離の交信には Eしやしに選択してくださし、。電池の

消耗が少なくなります。

[L 0 C K]を押し上げる口
組
閣 キーロックが設定されます。

前⑮
[L OW]を押す

出力の大きさが押すごとに切り替わりま LOCKスイッチを押し下げると、キー

ロックカf解除されます。す。

H→M→し→ EL →H→ ・・・

LIココ
-t~t:_J • 
g 即日回目
"-"-， tLtLt 



ディスプレイの照聞を
ON/OFFする

キー操作時のビープ音を
OFFする 。

照明が点灯したままになります。もう一

度 LAMPキーを押すと、照明が消えま

す。

..1 

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る

[LAMP]を押す

照明が点灯します。キー操作をしないと

5秒後に消えます。キー操作をすると、

操作が終了してから 5秒後に消えます。

キーを押したときのピッという音を鳴らないように

できます。 (0TM  Fの音はOFFにできません)

[8]を押しながら[POWE R]を押す

告
白

‘砂

[LAMP]を押し続ける

押している問、照明が点灯します。Q 
ビープ音が鳴らないようになります。

[F]を押し、

続けて

[LAMP]を押す

h
v
z
Q
 

もう一度同じ操作をすると、ビープ音が

日鳥るようになります。

Q 
品-，....... 



.. 

バッテリーセーバー機能
をOFFにする
電池の無駄な消耗を防ぐため、バッテリーセーパー

と呼ばれる機能があります。バッテリーセーバ一機

能がONのとき次のように動作します。

受信中にスケルチカf閉じ、キーを操作しない状態が

1 0秒以上続くと、一定の比率で電源のON/OF

Fが繰り返されONの時のみ受信します。スケルチ

が聞くかまたは、キーが押されると、電源がON

になります。

工場出荷時、バッテリーセーバ一機能はONに設定

されています。

(DA 
V 

7(E訟

[F]を押し、

続けて

[7 ]を押す

バッテリーセーパ一機能が解除されS表

示が消えます。

υココ
1_1_1. 
APO 

11-11-' 
ILILI 

"'1，' _ ... 

CDA 

7(E訟

乞⑤A
V 

7恒三〉

島

[F]を押し、

続けて

[7]を押す

バッテリーセーパ一機能がONになり、
S表示が点灯します。

[ F]を 1秒以上押し、[7]を押す

セーブ中の電源ON/OFF比率が1
1-16で表示されます。

同調を回す

t・ 0
1. LI 

比率を調整します。工場出荷時は電源O

N:OFF=l 8に設定されていま

す。

[LAMPHMON 1]以外のキーを押す。

比率が設定されます。

DTSSやベージングがONのときの比率は、ここで設定した値
とは関係なく、自動的に設定されます。



オートパワーオフ機能を
OFFにする

チャンネル表示にする

オートパワーオフとは、 TH-F2 8/TH-F 4 
8 を 1 時間以上使用しないときに自動的に電源カI~'O

F Fになる機能です。オートパワーオフ機能が'ON

のとき次のように動作します。

周波数表示をチャンネル表示に変更することができ

ます。あらかじめメモリーチャンネルに希望するデ

ータを書き込んでおきます。 (35ページ参照)

もとの周波数表示に戻すにはもう一度

[lJキーを押しながら電源を入れます。

チャンネル表示にしたときは、以下の機能以外の

操作ができなくなります。必要なデータ及び機能

はチャンネル表示にする前に設定してください0

・モニタ一機能

・送信出力の切り替え

.メモリーチャンネJレスキャン

.ディスプレイランプの常時ON

.デ、イスフレイランフのON

.メモリーチャンネルのロックアウト

ーφ

品
目

受信中にスケルチが閉じ、キーを操作しない状態が

1時間続くと、ディスプレイのAPO表示が点滅し

てアラーム音が鳴り、最後には電源がOFFになり
ます。

υココ /1-/1-' -，_，_，. IL/LI 
I!I-).P長

工場出荷時、オートパワーオフ機能はONに設定さ

.. 

れています。

CDA [F1を押し、
v 続けて

命 [8閉す

... ~ -!-r 

オートパワーオフ機能がOFFになり、
APO表示が消えます。

もう一度同じ操作をすると、オートパ

ワーオフ機能が設定されます。

注意 オートパワーオフ機能をONにした後でベル機能をON
にすると、ベル機能を解除するまでオートパワーオフ機

能は働きません (APO表示は点灯します)。

[ 11を押しながら電源を入れます

メモリーしたチャンネル番号

園
必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る

，-LI 
LI 1 
o APO 

.. 



‘1>> 

時計機能を使う

TH-F28/TH-F48は内部に時計を持って
います。時計を合わせておくと、タイマーON/タ
イマーOFFや留守中の着信時刻表示機能を利用で

きます。

-現在の時刻を表示する

REV 受信状態で[CL 0 C K]を押す
発~ーJ 現在時刻が24時間制で表示されます。
CLOCK 

，-，. r: ， 
"._" 

日APO

もう一度押すと、周波数の表示に戻りま

す。

-時計を現在の時刻に合わせる

(QA 

1(D  

時刻表示中に

[F]を押し、

続けて

[ 1 ]を押す

時間の部分が点滅します。

....4. _ ~ 

園J'目ttLとlL二-UrtLrJ t 

G事
[同調]を回す

時間を設定します (24時間制)。

q二)B [M]を押す
分の部分が点滅します。

-GI l l/ '-'...!./-"-'-
1 I~υLI\ 

回 APO • I I I 

t事[同調]を回す分を設定します。

~B [M]を押す
時間と分カf設定されます。

-時報に合わせる

G二)A

2(ABC) 

[F]を押し、

続けて

[2]を押す
時報に合わせて 2キーを押します。 O秒

から再スタートします。



-タイマーON/タイマーOFFを設定する ~A 

5Q心
。》

タイマー ON を設定すると、指定時刻に電源カI~'O N 
になります。タイマーOFFを設定すると、指定時
刻に電源がOFFになります。

稲ふ

~ミA

4@B!) 

時刻表示中に

[F]を押し、韓けて[4]を押す

T.ON表示が点滅し、タイマーONの

現在の設定時刻が表示されます。

1 (F}A タイマーOFFの場合は)

! 言 [ F]を押し、続けて[8]を押す。
i B包忌

，，-，・コ円滑 tLt._tLt 

[F]を押し、続けて[5]を押す

T. ON表示が点灯し、タイマーONカず

セットされました。
圃
必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る

滑
，-，.C ， 
t t・_tt 

日APO

回目PO

ここでFキーを押し、続けて6キーを押すと、アラーム機能が
ONになります。

ONタイマーで電源が入ったときに、アラームを約7分間鳴ら

します。何かのキーを押すとアラームが止まります。

-ら

1 (F}A タイマーOFFの場合は)

S:rvE [ F]を押し、続けて[7]を押亨ト円
17告訟 T. OFFが点滅します。

1:¥昆 [同調]を回す

N妻、 時間を設定します (24時間制)

~B [M]を押す

Iì言~同調]を回す
作斉]内 分を設定します。

~A 

8(TUV) 

~A 

5@D 

~B [M]を押す

時刻表示中に

[ F]を押し、続けて[5]を押す

T. 0 Nカず消灯し、タイマーONが解除

されます。

(タイマーOFFの場合は)

[円を押し、続けて[8]を押す。

‘
E・



430MHz帯のレピー
ターを使う (TH-F48)

11 Bさん

Udl 
15軍習l
日芸引

受信周波数をレピーターの周波数に合わ

せる

レピーターをゴ干して受f言します。
[P T T]を押しながら話す

レピーターを介して送信します。

百.'望号

圃

オートレピーターオフセット機能を使って交信しま

す。
く離れた局どうしが、交信できるよう

に、 UHF帯にはレピーター(自動中継
)が設置されています。レピーターを

ると、送信出力カf小さくても遠くの

と交信できます。

。
.オートレピーターオフセット機能をOFFに

する

[CA L L]を押しながら[POWE R]を押

す

胤

Q
四 オートレピーターオフセッート機能がOF

Fになります。

もう一度同じ操作をすると、 ONになり

ます。

TH-F48には、受信周波数をレピー
ターの周波数 (439.000MHz以
上)に設定すると、送信周波数を自動的

に-5MHzシフトし、 トーンも自動的
に付加するオートレピーターオフセット

機能があります。

レピーターを使用するには受信周波数と

送信周波数を決められた周波数だけずら

す(シフ卜する)必要があります。ま

た、送信信号にトーンを付加しなければ

なりません。

430MHz帯のレピーターを使って交
信するには、送受信周波数を 5MHzシ
フトし、信号に 88.5Hzのトーンを
付加しなけれは‘なりません。

‘2・

交
信
す
る



シフト リバース
受信周波数に対して送信周波数を+または一方向に

ずらします。

シフト幅 430MHz帯 ::::!::5MHz

140MHz帯 ::::!::600kHz

レピーターを使わずに相手と交信できるかどうかを

チェックするために、シフト中やスプリットチャン
ネル使用時に送受信周波数を反転させます。

「下lA [F]を押し、続けて[0]を押す
でF シフトなし→+シフト→ーシフトが)1慣に

SHIFT 切り替わります。
Ol 

') 

dル

n 送信439.92MHz 受信439.92MHz 圃圃園田

Aさん 11 t 11 さん ・・・圃
11 ....・・・ H 仏A 受信434位 MHz 送信434旦 MHz 出A レl
量IIレピ内用 リバー| 国 ピ瞳 vc..--';<--l!it}-tj '.，JI¥-A 圏 l
t三送信434泣 MHz→439虫 MHzI 芭三.A-

受信仰山Hz→似山Hzl 7 
「下lA 相手が話し申に[F]を押し、続けて を
'T  [C L OC K]を押す 便
E旦 Rが表示され、送受信の周波数が入れ替
発) わります。

υコ口口コ，-，
1:J:J. ::"'ICLI 
回 APO

-シフト幅を変更する

CLOCK 

っ
て
交
信
す
る

シフト幅を O~99. 9MHzまで 100k H z単

位で変更できます。

h降

問。臼
乞!)A

oC斗

島

υコυ口コ，-，
1_1 1. _ICLI いったん電源を切り --円

[V F 0]を押しながら電源を入れます。

この操作をするとスプリットメモリー

チャンネル(前に登録したデータも含

め)の運用はできなくなります。

o APO 

もう一度同じ操作をすると、 1)パースが

解除されます。

・トーンをON/OFFする
CQA [F]を押し、続けて[BELL]を押す
V トーンカ昔、ONになり、 Tが表示されま
旦旦 す。もう一度同じ操作をすると、 OFF
#，--ーJ になります。
BELL 

注意 レピーターによる交信以外のときは、トーンをOFF

[F]を 1秒以上押し、 [0]を押す

[向調]を回しシフト帽を選択します。

注意 バンドエッジを超えるシフトが設定されていると送信で

きません。

にしてください。

‘2・
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ご注意

メモリーチャンネルとコールチャンネル

を除くデータの保持は、電池ケースや外

部電源から充電される二次リチウム電池

で行なっています。電池ケースをはずし

態では、メモリーは約20日間でリ

ツ卜され初期設定値に戻ります。電池

ケースまたは外部電源を接続すると、約

10時間で充電されます。

-F28/TH-F48には、送受
周波数や DTSSコードなどを記憶し
ておくためのメモリーが40チャンネル
分(オプションの拡張メモリーユニット
(M E - 1 )装着時、 240チャンネ
ル)あります。よく使う周波数などをメ
モリーに登銀しておくと、チャンネル番
号で呼び出すことが、できるようになりま

す。

メモリーには次のデータを登録できま
す。

受信周波数
送信周波数(スプリットチャンネル時の
み)
トーン (CTCSS)周波数
トーン、 CTCSS ON/OFF 
周波数ステップ
DTSS ON/OFF 
DTSSコード
S H 1FT (+，一)
REV  ON/OFF 

.メモリー登録手順のながれ

シンプレックスチャンネル スプリットチャンネル

(送受信周波数カ昔、同じ送受信周波数が異なる)

VFOモードで

受信周波数を入力する

.... 
2 周波数以外のデータ

を設定する

.... 
3:.." _ _ [M] 

.... 
4チャンネル番号を入力する

可V

5 [M R] 

-周波数だけしか登録しない

場合には 2を省略します。

VFOモードで、

受信周波数を入力する

.... 
2 周波数以外のデータ

を設定する

.... 
3 [M] 

.... 
4チャンネル番号を入力する

.... 
5 [M R] 

.... 
6 送信周波数を入力する

.... 
・スプリットチャンネルで 6 7 

以降を省略すると、シンプ

[M] 

V 

レックスチャンネルとして

扱われます。

8チャンネル番号を入力する

( 4と同じチャンネル)

.... 
9 [PTT] を押しなが.ら

[M R] 

・このチャンネルを呼び出

すと表示に+ーが点灯し

ます。



シンプレックスチャンネ
ルのデータを登録する
受信周波数をメモリーに登録します

\~ 

Q 
[V F 0]を押す

SHIFT 
テンキーや[同調]で受信周波数を入力する

'" oc:=) 
周波数が表示されます。

9匂訟

~B [M]を押す
V とチャンネル番号が交互に点滅します。

登録済みのメモリーチャンネル番号のとき

は、チャンネル番号のみが.点滅します。

υLコ_1・コ_1. /1-/1-'、3コ"唱uH夕、: IL/LI 
図 APO

ち
SHIFT テンキーや[同調]でメモリーチャンネル番

oCコ 号 (00-39)を入力する

9~弘

Q 
[M R]を押す
メモリーに登録されます。

オプションの拡張メモリーユニット (ME-ll装着時のメモリー

チャンネル番号は000-239で指定します。(36ページ参照)

圃

スプリットチャンネルの
データを登録する
受信周波数を先に登録しでから送信周波数を登録し

ます。受信周波数しか登録されていないチャンネル

はシンプレックスチャンネルとして扱われます。

注意 受信周波数と送信周波数が登録されているスプリットチャ
ンネルに新たに受信周波数を登録すると、登録されていた

送信周波数は無効となりシンプレックスチャンネルとして

扱われます。

メ
モ
リ
ー
に
登
録
す
る

受信周波数を登録する

シンプレックスチャンネルのデータの登

録手順で受信周波数を登録します

るす力入を数段周信送
町

Q
l⑫

~B [M]を押す

ろー⑮

メモリーチャンネル番号(受信周波数の

登録時と同じ番号)を入力する

GDt〉[P T T]を押しながら[MR]を押す

‘2・



周波数以外のデータも合
せて登録する
周波数だけでなく、 トーンなどのデータも一緒に登録

できます。

O 
(例:トーンONを登録する)

[V FO]を押す

oC二〉
g(wxv) 

(DA 

#C二〉
BELL 

~B 

oCコ
9告訟

Q 

テンキーや[同調]で周波数を入力する

[F]を押し、績けて[BELL]を押す

トーンがONになり、 Tが表示されます。

[M]を押す

メモリーチャンネル番号-(00 -3 9) 
を入力する

[M R]を押す

周波数とトーンのONがメモリーに登録

されます。登録したチャンネルを呼び出

すと、 トーンカI，'ONに言交定されています。

‘2・
この例のように、書き込み操作をする前にデータを設

定すると、そのデータが一緒にメモリーされます。各

データの詳しい設定方法については、該当するページ

をご覧ください。

圃

希望するメモリーチャン
ネルを呼び出す
メモリーに登録された周波数やデータを呼び出しま

す。

....4-_ ~ 

問
。
法

ω

[同調]を回す

メモリーに登録された周波数が順番に表

示されます。

[MR]を押す

υココ ，，-，，-， n-. 
-':.J ~t. tLtLt i.iゴ
s APO 

メモリーチャンネル番号をテンキーで指定するとき、通常は

チャンネル番号 (OO~39) を 2 桁で入力します。

O~9 の 1 0チャンネルしか使わない場合には、 l桁で入力で

きるように設定できます。 2桁入力と 1桁入力争切り替えるに

は、 Fキーを I秒以上押し、 MRキーを押しますn なお、オプ

ションメモリー装着時には3桁入力にも切り替えることができ

ます。

上記の操作をする毎に2桁入力(初期設定)→3桁入力→l桁

入力→2桁入力・・・・・に切り替わります。



メモリー内容をチャンネ
ルごとに消去する

メモリーチャンネルの
データをVFOに移す

メモリーチャンネル番号を指定して、メモリーの

データを消去できます。

メモリーチャンネルのデータを VFOモ ドに移し

てイ吏用することができます。ただしスプリットチャ

ンネルは受信周波数のみが'vF 0に移ります。

Q 

oC二〉
9 (WXV) 

笹⑤B

と〉

[MR]を押す

テンキーや[同調]で消去するメモリー

チャンネル番号を入力する

Q 

[M]を 1秒以上搾し、 [MR]を押す

メモリーチャンネルの内容が消去され、

その内容はVFOに移ります。

oC二〉
9 (WXV) 

(DA 

Q 
.. -" .，，. 

( Ds 
町

Q
i⑮
問
。

[M R]を押す メ
モ
リ
ー
に
登
録
す
る

テンキーや[同調]で希望するメモリー

チャンネル番号にする

[F]を押し、続けて[VF 0]を押す

周波数やその他のデータが変更できま

す。

変更したデータをふたたびメモリーチャ

ンネルに登録したいときは、続けて以下

の操作を行います。

[M]を押す

メモリーチャンネル番号 (00-39)

を入力する

[M R]を押す

‘. 



コールチャンネルのチー
タを変更する
メモリーチャンネルと同様に、コールチャンネルの

データを変更することが‘できます。

-シンプレックスチャンネルの登録

受信周波数や各種データを設定する

⑤
ヱ

Q

[M]を押し、続けて[CA L L]を押す

コールチャンネルにデータが登録されま

す。

-''』庇
録登

I
1・
の
--l-
ル

寸
一
」
刷
一
、
不

J
t
E
了
/

』

も

ヤ

チ
E
h
l
 y
 
，J
 
プス
• 
上記手順で、受信周波数をコールチャンネルに登

録する

~B 

‘2・
80 

送信周波数を設定する

[M]を押す

[M]を押して， 0秒以内に、 [PTT]を押
しなが‘ら[CAL L]を押す

メモリーチャンネルに名
前を付ける
メモリーチャンネルに名前を付けることができま

す。メモリーチャンネルを呼び出したときに、周波

数を表示する代わりに名前を表示することができま

す。

メモリーチャンネル20チャンネル分(オプション
のME一 1装着時は， 2 0チャンネル)に名前を付

“一 けることができます。

.メモリーチャンネルに名前を書き込む

問。甲
Q
法
mv
q二)B
V 

@己主c

いったん電源を切り
[M R]を押しながら電源を入れる

[M R]を押す

[同調]を回す
名前を付けるメモリーチャンネルを呼び

出します。

[M]を押し、続けて[MHz]を押す

名前の入力モードになります。

|… -u| 
回目PO

[0]-[9]、[F]、[M]、[MH z] 
で名前を入力する
6文字まで入力できます(rキ一入力対
応表JP 56参照)。



もう一度同じ操作をすると、名前の表示に戻りま

す。
i間違えたときはVFOキーを押してから入力し直します。

Q 
[M R]を押す
名前の入力を終了します。 .メモリーチャンネルの名前を消去する

[MR]を押す

問。ゅ
ω

.メモリーチャンネルの名前を確認する

間

Q
法
mv

[同調]を回す

メモリーチャンネルを呼び出します。

メモリーチャンネル番号と名前が表示さ

れます。

命
叩

v
叩⑮

(DA 

s@D 

注意 名前はメモリーチャンネルの 20~39 チャンネルに登録さ
れます。従って、このチャンネルにすでにデータが登録さ

れているときは名前のデータに書き替えられてしまいま

す。

例.メモリーチャンネノレOに名前を付けると20チャンネ

ルのデータが名前のデータに書き替わります。

ME-I装着時、 40-139チャンネルに登録したデータ

は20-119チャンネルに番号が自動的に変更されます。

Tロ'11CIII CI判
r7i 'i r7i' r7 L7i'r 
回 APO

[F]を押し、錆付て[5]を押す

名前の表示カf周波数の表示に切り替わり

ます。

υココ，_，_，. 
s APD 

11-11-'四『
ILILI Liど

[MR]を押す
メ
モ
リ
ー
に
登
録
す
る

[同調]を回す

名前を消去するメモリ チャンネルを呼

び出します。

[M]を 1秒以上押し、続けて[MH z]を

押す

名前が消去されます。周波数などのデー

タは登録されたままです。
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スキャンを行うときはベノレ機能やページング機能をOFF

にしてください。

注意

-スキャンの再開条件を切り替える

信号を受信しでから再びスキャンを開始するための

条件は、次の 2つから選択することができます。

タイム・オベレート

信号を受信するとスキャンを停止します。 5秒

後に(信号がなくならなくても)スキャンを再

開します。(工場出荷時の設定)

日却¥ーキャリ7'・オベレート

信号を受信するとスキャンを停止します。信号

がなくなって 2秒たつと、スキャンを再開しま

す。

[5]を押しながら[POWER]を押す

タイム・オぺレートとキャリア・オベ

レートが交互に切り替わります。

品
目
圃

CTCSSがONのときは、 CTCSS信号も一致した局

でのみ停止します。 DTSSがONのときは、スキャンを

停止しDTSSコードが一致したときにのみ音声を受信し

ます。

スキャン中はMHz桁のドット「・ jが点滅します。

注意

示す7種類のスキャンがあります。

J~ンドスキャン

バンド全域、またはプログラマ

ブルVFOの範囲内をスキャン

します。

プログラムスキャン

指定範囲をスキャンします。

MHzスキャン

バンドスキャン、プログラムス

キャン動作時に、表示周波数の

lMHzの範囲をスキャンしま

す。

メモリースキャン

メモリーチャンネルをスキャン

します。

VMスキャン

VFO周波数と最後に操作した

メモリーチャンネルをスキャン

します。

コールスキャン

表示されている周波数とコール

チャンネルをスキャンします。

VMCスキャン

VFO周波数、最後に操作した

メモリーチャンネルとコール

チャンネルをスキャンします。

を
変
え
て
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バンド全域をスキャンす
る(バンドスキャン)

バンドの指定範囲をスキャ
ンする(プログラムスキャン)

[S Q L]でスケルチを合わせる

あらかじめ上限周波数と下限周波数を設定し、その

範囲内をスキャンします。上限周波数と下限周波数

はH昼(プログラムスキャン 1、プログラムスキャ
ン2)指定できます。

バンド全域(プ口クラマブルVFO指定時はその範

囲内)をスキャンします。
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[V F 0]を 1秒以上押し続ける

表示周波数から UP方向にスキャンを開

始します。

-上限/下限周波数を設定するろ [V F 0]を押す

三目EL テンキーや[同調]で周波数を設定する
o ( 

9匂訟

任!!)B [M]を 1秒以上押し、設定するものに合
C斗 わせて下に示すキーを押す

・上限/下限周波数を呼び出す
(F面iA [F]を 1秒以上押し、呼び出すものに合
弓 わせ打開すキーを押す

プログラムスキャン 1

上限周波数[5 ] 下限周波数 [8] 
プロクラムスキャン2
上限周波数 [6] 下限周波数[9 ] 

自
動
的
に
周
波
数
を
変
え
て
受
信
す
る

[同調]を回す

スキャンの方向カずつまみを回した方向に

切り替わります。

[P T T]を押す

スキャンが終了します。
... -，!々

注意 上限周波数と下限周波数の周波数ステップは同じ値で設定
してください。

また、上限周波数は下限周波数より必ず高くなるように設

定してください。
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-スキャンを開始する
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[SQL]でスケルチを合わせる

[同調]で周波数を合わせる

[V F 0]を 1秒以上押し続ける
表示周波数からUP方向にスキャンを開
始します。

ディスプレイの.が点滅します。
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I_I_~~~ Iι_/LI 
日APO

[P T T]を押す
スキャンが終了します。

-バンドスキャン、プログラムスキャン 1、プログ

ラムスキャン2の選択

プ口グラムスキャン 1の上限/下限周波数や、プロ

グラムスキャン2の上限/下限周波数が設定されて
いる場合、以下の優先順位でスキャン範囲が自動的

に選択されます。

‘. 
低←→高

バンドスキャン、プログラムスキャン2、プログラ
ムスキャン 1

，l..;. _ ... 

指定されたlMHz幅を
スキャンする (MHzスキャン)
バンドスキャン、プログラムスキャン動作時に、表示

周波数の lMHzの範囲をスキャンします。

プログラムスキャンの上限/下限周波数の値によって

は、プログラムスキャンの範囲を超えてスキャンする

こともあります。

プログラムスキャンの設定範囲

431MHz 1- 432~Hz -1 433MHz 

MHzスキャンの設定範囲 MHzスキャンの設定範囲

J'¥ンドスキャン、プログラムスキャン中

~c 
[MH z]を押す

MHzスキャンに変わります。

もう一度押すと、バンドスキャンまたは

プログラムスキャンに戻ります。

8 [P T T]を押すスキャンが終了します。



メモリーチャンネルを
スキャンする(メモリースキャン)
メモリーチャンネルに登録されたすべての周波数を

スキャンします。
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[S Q L 1でスケルチを合わせる

[M R1を 1秒以上押し続ける

表示チャンネルから全チャンネルを UP

方向にスキャンを開始します。

ディスプレイの.が点滅します。

[同調]を回す

スキャンの方向がつまみを回した方向に

切り替わります。

[P T T1を押す ... -" " .. 
スキャンカf終了します。

注意 メモリーされているチャンネルがlつのときはスキャンし
ません。また、メモリーロックアウトされているチャンネ

ルはスキップします。

スキャンさせたくないメモ
リーチャンネルを設定する
(メモリーチャンネルロックアウト)

メモリーチャンネルをロックアウトすると、メモ

リースキャン時にそのチャンネルはスキップされま

す。

Q 

t事
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LOUT 
6 (MNO) 

[M R1を押す

[同調]を回す

ロックアウトしたいメモリーチャネルを

呼び出します。

[F 1を押し、続けて[61を押す

ロックアウトカ'ONになり、
ディスプレイには女が表示されます。
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もう一度同じ操作をすると、ロックアウ

トがOFFになります。

自
動
的

周
j皮
数
を
変
え
て
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す
る
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VFO周波数とメモリー
チャンネルをスキャンする
(VMスキャン)

最後に操作したメモリーチャンネルに登録されてい

る周波数とVFO周波数 (VF 0モードで表示され

る周波数)をスキャンします。

⑬ 
[S Q Llでスケルチを合わせる

(DA [円を押し、続けて[MRlを押す
v VFOと最後に操作したメモリーチャン

Q 
ネル(ラストチャンネル)のスキャンを

開始します。

ディスプレイの.が点滅します。

υ臼，.コAJPE-コ644 trt円 U四ど『ILILI 

ラストチャンネルがロックアウトされて

いてもスキャンします。

Cう [P T T]を押す
スキャンカf終了します。

注意 ラストチャンネルがないときはスキャンしません。

占
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表示周波数とコールチャ
ンネルをスキャンする
(コールスキャン)

表示されている周波数 (VF 0モードで表示される

周波数、またはメモリーチャンネルで呼び出された

周波数)とコールチャンネルに登録されている周波

数をスキャンします。
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[S Q L 1でスケルチを合わせる

[C A L L 1を 1秒以上押し続ける
コールチャンネルと表示されていた周波

数のスキャンを開始します。

ディスプレイの.が点滅します。

υココ 1-11-11-'~ 
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l'J APO 

[P T Tlを押す

スキャンが終了します。



VFO周波数/メモリー
チャンネル/コールチャ
ンネルをスキャンする
(VMCスキャン)
最後に操作したメモリーチャンネルに登録されてい

る周波数とVFO周波数 (VF 0モードで表示され

る周波動)と、コールチャンネルに登録されている

周波数をスキャンします。
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[SQLlでスケルチを合わせる

自
動
的
に
周
波
数
を
変
え
て
受
信
す
る

[円を押し、続けて[CA L Llを押す

VFOと最後に操作したメモリーチャン
ネル(ラストチャンネル)とコールチャ

ンネルのスキャンを開始しまずJ付
ディスプレイの.が点滅します。

LL-=L":I IJ-IJ-' 
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[P T T]を押す

スキャンが終了します。

.. 
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のDTMF信号やトーンカs一致し

いれば、交信できますが、 DTMF信号

やトーンが一致していないとスケルチが

開かず交信できません。

特定の相手局とだけ交信したいときに使

用します。

CTCSS (トーンスケルチ)

67.0-250.3Hz聞

のトーンの一つを音声信号に

付加して送信します。自局と

相手局のトーンが一致したと

きにだけ受信できます。

レピーターによってトーンは

カットされてしまうので、レ

ピーターを使った交信には適

しません。

トーンスケルチにはオプショ

ンの CTCSSユニット TS

U-7が也、要です。

DTSS 

ページンク

3桁のDTMF信号(ピッポッパ音)からなる DT

SSコードを送信します。自局と相手局のDTSS

コードが一致したときにだけ受信できます。

レピーターを使った交信にも使用できます。

3桁のDTMF信号からなるページングコードを各

局で持ちます。

~I. 相手局のコードを送信すると、相手局を呼び出すこ

とカずできます。受信側では、呼び出されたコードが

自局のコードと一致したときにだけ受信できます。

ページングでは、 DTSSとは異なり受信側に送信

側のコードが表示されるため、呼び出した相手局が

わかります。

レピーターを使った交信にも使用できます。

.DTMF信号

DTMF信号とはフ。ッシュホン電話から送出されるピッポッ

パ音のことです。通常は高低2つの周波数の組み合わせた

テεュアルトーンを使います。 DTMF信号は DTSSやぺー

ジングで自動的に送出されるだけでなく、送信時に自分で

キーを押して送出することができます。



圃

eDTMF信号を送出する 注意 キー操作は2秒以内に行なわないと自動的に受信に戻りま
す。この時はもう一度PTTスイッチを押してから希望す

るDTMFキーを押します。交信する

⑤ 
[M]を押し、続けて[BAND]を押す。

特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る

eDTMFメモリー[P T T]を押しながら、テンキーなどを
押す

対応する DTMF信号(テ‘ュアルトー

ン)が送出されます。
⑮
v叩

Q

問。
eDTMFタイマー

キーボードから直接DTMF信号を送信する場合、

通常は PTTスイッチを押しなが.ら、 DTMF用の

キーを押さなければ‘なりません。

DTMFタイマーを ONにし、 DTMF信号を送信

すると PTTスイッチを押していなくても、次々に

DTMFトーンを送信できます (DTM  F用のキー

を押してから 2秒間は送信状態が続きます)。

缶
四

テンキーでデータを入力する。

入力が終ったら[MR]を押す。

データーをメモリーしたいチャンネル

番号 (0- 9) を押す。

eDTMFメモリーの呼び出し

[ 3]を押しながら[POWER]を押す

DTMFタイマーがONになります。 Q 

乞!DA [F]を l秒以上押し、 [BAND]を押す。
v 

もう一度同じ操作をすると、 DTMFタ

イマーがOFFになります。

呼び出したいチャンネル番号 (0-

9 )を押す。

CT 



CTCSS(トーンスケルチ)
あらかじめ相手局と決めておいたCTCSS周波数(トーン)を音

声信号に付加して送信します。自局と相手局のCTCSS周波数が

一致したときにスケルチが聞き、受信できます。

レピーターによってCTCSS周波数はカットされてしまうので、

レピーターを使った交信には適しません。

CTCSSにはオプションのCTCSSユニットTSU-7が辺、要

です。

CTCSS周波数の種類(単位Hz) 

67. 0 1 0 7. 2 1 6 7. 9 

7 1. 9 1 1 O. 9 1 7 3. 8 

7 4. 4 1 1 4. 8 1 7 9. 9 

7 7. 0 1 1 8. 8 1 8 6. 2 

7 9. 7 1 2 3. 0 1 9 2. 8 

8 2. 5 1 2 7. 3 2 0 3. 5 

8 5. 4 1 3 1. 8 2 1 O. 7 

8 8. 5 1 3 6. 5 ー21 8. 1 

9 1. 5 1 4 1. 3 2 2 5. 7 

9 4. 8 1 4 6. 2 2 3 3. 6 

9 7. 4 1 5 1. 4 2 4 1. 8 

1 0 O. 0 1 5 6. 7 2 5 o. 3 
1 0 3. 5 1 6 2. 2 

注意 レピーター使用のためのトーン周波数とCTCSS周波数は同時に設定され
ます。レピーター使用時にはご注意ください。.. 



.メモリーチャンネルに登録する

この状態でメモリーすると、 CTCSS
ONとCTCSS周波数カf送受信局波数
と一緒にメモリーチャンネルに登録され

ます。

[ F]を押し、続けて[3]を押す

CTCSSがONになり、ディスプレイ
にCTが表示されます。

(DA 
V 

3~ 

特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る
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υココ，_，_，. 
日APO [M]を押す。

メモリーチャンネル番号 (00-39)

を入力する

CE)B 

町

Q
l⑫

受信する

CTCSS周波数が一致すると、信号を
受f言します。

[M R]を押す
メモリーに登録されます。Q 

送信する

[P T T]を押しなが.ら、マイクロホン

に向かつて話す

音声信号にCTCSS周波数が"，付朝され
て送信されます。

ぐう
メモリーチャンネル番号とMRキーを入力する代わりに、 CA

LLキーを押すと、コールチャンネルに登録されます。

eCTCSSをOFFにする

[F]を押し、続けて[3]を押す

CTCSSカ宝OFFになり、テPイスフ。レ

イのCT表示が消えます。

4D 

CDA 

3告D



DTSS 

3桁のDTMF信号(ピッポッパ音)からなる DT

SSコードを送信します。自局と相手局のDTSS

コードが一致したときにだけスケルチカf聞き、受信

できます。 2秒以上信号がないと、スケルチは閉じ

ます。

レピーターを使った交信にも使用できます。

CTCSS の場合、音声に重なって常にCTCSS

周波数カf送出されていますが、 DTSSの場合は、

送信開始時に 1回DTSSコードが送出されるだけ

です。

eDTSSコードを設定する

乞!!)A
V 

2(ABC) 

oC二〉
9匂霊訪

CiT 

[ F Jを 1秒以上押し、 [2Jを押す
ディスプレイには現在の設定値が表示さ

れます。

27-J-II-II-' LILILI 

テンキーでDTSSコードを入力する

相手局と打ち合せた DTSSコード(0 

OO~999) を設定します。

3桁目が入力されると周波数表示に戻り

ます。

注意 3桁目まで入力しないと新しいコードに変更されません。

eDTSSをONにする

δ [V F OJを押す
送受信周波数を合わせる

。vm(也

⑤ 

[ F]を押し、続けて [2Jを押す
DTSSカ宝ONになり、ディスプレイに

DTが表示されます。

υココ 11-11-' 
1_1_1. ILILI 
回目問

受信する

DTSSコードが一致すると、信号を受

f言します。

送信する

[P T TJを押す。時間をおいてから、
マイクロホンに向かつて話す

PTTスイッチの押し初め O. 5秒間に

DTSSコードが送出されます。



特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る

eDTSSをOFFにする

「下一、A [F]を押し、続けて [2]を押す
マ DTSSがOFFになり、ディスプレイ

見容¥ のDT表示が消えます。
21 ABC) 

・ディレイ時間を切り替える

時J
DTSS 信号はPTTスイッチを押したときに一度だ

け送信されます。しかし、レピーター運用時は、レ

ピーターの応答時間によって、送信したDTSSコー

ドが途切れてしまうことがあります。

これを防止するため、レピーターが送信を開始した後

でDTSSコードが送信されるように、ディレイ時間

を切り替えます。

通常の送信時のテ=イレイ時間 250ms 

(変更できません)

S H I F 丁、スプリットチャンネル時のテrィレイ時間

250ms (工場出荷値)と

450msを選択

(レピータ一運用

.DTSSコード送出中は音声がカットされます。

-待ち受け時のトランシーバーがバッテリーセーバー状

態の場合タイミングによってはDTSSコードを受信
できないことがあります。確実にDTSSコードを受
信させるには、いったんPTTスイッチを離し、もう
一度送信してください。

-送られてくるDTSSコードを確実に受信するために
は、バッテリーセーバーをOFFにすることをお勧め

します。 (P28参照)

・レピーターのIDとDTSSコードが重なる場合には
動作しないことがあります。レピーターがIDを送出
後、もう一度PTTスイッチを押して、 DTSSコー

ドを送出してください。

注意

-メモリーチャンネルに登録する

この状態でメモリーすると、 DTSS ONとDT

SSコードが送受信周波数と一緒にメモリーチャン

ネルに登録されます。

[2]を押しながら [POWE R]を押す
250msと450msが交互に切り替わ

ります。

益
四
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メモリーチャンネル番号 (00-39)
を入力する

[M] を押す。~B 

o中
9笹D

Q 

国

‘ョ・
[M R]を押す

メモリーに登録されます。

メモリーチャンネル番号とMRキーを入力する代わりに、 CA

LLキーを押すと、コールチャンネルに登録されます。
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ページング

3桁のDTMF信号からなるページングコードを各

局で持ちます。

相手局のコードを送信すると、相手局を呼び出すこ

とができます。受信側では、呼び出されたコードカず

自局のコードと一致したときにだけ受信できます。

DTSSとは異なり、受信側に送信側のコードが表
示されるため、呼び出した相手局がわかります。

グループコードを設定すると、複数局を同時に呼び

出すこともできます。

レピーターを使った交信にも使用できます。

1，.;. _守
、一

.ぺージングコードを設定する

ページングで交信する場合には、グループ共通のグ

ループコード (000-999) と各自の個別コー

ド (000-999) を決めておきます。

TH-F28/TH-F48にはページングコード
を登録しておく専用のメモリー(ページングコード

メモリー)があります。

交信する前に、白局のコードをAチャンネルに、相

手局のコードまたはグループコードを 1-9チャン

ネルに設定しておきます。

ページンクコ ドメモリ の構成

チャンネル| 用途

Ach 自局コードをメモリーします。

o c h 受信時に相手局コードがメモリーさ

れます。送信時の相手局コードも一

時的に設定できます。

・二面 '~"h...t 投石二ラ-三一. r:'拘面半局i二戸達三

~A 

1(2D 

モリーします。

[ FJを押し、続けて[1 ]を押す
ページングモードになります。

ロココ， _1_1. 
回 APO

11-11-' 
ILILI 



複数のコードを設定するときは、以上の

操作を繰り返します。

特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る

[M]をすべてのコードを設定したら、

押す

ページングモードに戻ります。

~B 

[F]を 1秒以上押し、 [ 1 ]を押す

ぺージングコート言芝定モードになります。

|肌…-LU 
日APO

①自局のコードを設定する

乞!!)A
V 

1~ 

(呼び出す).ページングで送信する

特定の相手局やグループ全員を呼び出します。

[ F]を押し、続けて[1 ]を押す

ページングモードになります。

[ 1 ]を押す[ F]を 1秒以上押し、

送受信周波数を合わせる

当A
V 

1~ 

乞!!)A
V 

1~ 

圃

[同調]を回し、チャンネルAを選択する

l伊・… l
gAPO 

テンキーでコードを入力する

3桁 (000-999)のコードを入力
します。

告
!
日
叫 ー、

. -・ヴマ

lコlコ--I U 
o APO 

②他局のコード、やグ五=ヲゴ二ドを設定する

υιι 
I_/LI 

[同調]を回し、相手局のコード(グ

ループコード)を設定したチャンネルを

選択します。

チャンネルとコードが表示されます。

[同調]を回し、チャンネル1-9を選択
します。

」‘盟惨

-n-:/f:l 
ICCJ コロ--LI 

図 APO

テンキーでコードを入力する

3桁 (000-999)のコードを入力
します。

M
Qー
⑮



‘盟・

⑤ 

ぐう

[P T TJを押す
ぺージングモードに戻ります。

[P T TJを押しながら、マイクロホン
に向かつて話す

相手局のコード(グループコード)と自

局コードが送信されます。

注意 レピーターのIDとページングコードが重なる場合には動

作しないことがあります。レピーターの IDを送出後にも

う一度PTTスイッチを押して、ページングコードを送出

してください。

-待ち受け時のトランシーパーがバッテリーセーバー状態

の場合、タイミングによってはベージングコードを受信で

きないことがあります。確実にページングコードを受信さ

せるには、コードを送信した後、いったんPTTスイッチ

を離し、もう一度送信してください。

.ページングで受信する(待ち受ける)

送受信周波数を合わせる

~ゑA
V 

1(]D 

[ F]を押し、続けて[1 ]を押す

ぺージンクモードになります。

①特定の相手から呼び出される

企

..~， --守

8 
8 

CQA 

1(]D 

自局コードで呼び出されると、 Oチャン

ネルと相手局のコードが表示されます。

IコC/~_ Iココ
1..，，;.11 、 n--:.J 
sAP目

スケルチが聞き、相手の声が聞こえます。

Oチャンネルに相手局のコードが自動的に

登録されます。

[P T T]を押す

ページングモードに戻ります。

[P T T]を押しながら、マイクロホンに
向かつて話す

このままで応答できます。

[F]を押し、続けて[1 ]を押す

ページング機能をOFFにして、交信を続

けます。

②グループコードで呼び出される

グループコードで呼び出されると、グルー

プコードが歪話表されているチャンネル番号

とグループコードが表示されます。



[F]を押し、続けて[1 ]を押す

圃
特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る

[ 1 ]を押す[F]を 1秒以上押し、

[同謂]を回し、チャンネルを選択する

[F]を押し、続けて[1 ]を押す

女マークが表示されます。

このチャンネルに登録されたコードでは受

信できなくなります。

宣言A
1(3D 
乞!!)A

(3D 

8 

-一、
，1
、

・・
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、
川

'
r
'
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-一・
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固

守‘・EF
m

・
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スケルチが聞き、相手の声カ昔、聞こえます。

[P T TJを押す
ページングモードに戻ります。

ハ
匂

h
v
v
附
②

[P T TJを押しながら、マイクロホンに
向かつて話す

このままでグループ宝信に参加できます。

⑤ 

もう一度同じ操作をすると、ヲ貨が消えロッ

クアウトが、解除されます。

[F]押し、続けて[1]を押す

ページング機能をOFFにして、交信弄続

けます。

C!:)A 

1~己
[M]を押す
ページングモードに戻ります。

~B 
注意

オプンペジング

ページングがONに設定されているとき、信号を受信しでもコー

ドが一致しないと、音声は聞こえません。しかし、 Fキーを l秒

以上押し、 3キーを押してオ プンベ ジングをONにすると、

コードが一致しなくても音声を聞くことができるようになります。

‘冨・

送られてくるページングコードを確実に受信するためには、

パッテリーセーパーをOFFにすることをお勧めします。

-個別コードの受信を禁止する

アウト)

ぺージングコードメモリーの 1-9チャンネルに個別

コードを登録しておくと、他局どうしの交信でもコー

ドが一致すれば受信してしまいます。これを避けるた

め、チャンネルごとに受信禁止を設定できます。

(コードのロック



.. 

最後に、 TH-F28/TH-F48な
らではの便利な機能を 2つ紹介します。

は、メッセージ送受信機能です。英

メッセージをキーボードから入力

て、送信することができます。受信側

ではメッセージをディスプレイに表示し

ます。

2つ自のクロスパンドは、サブバンドで

受信し、メインバンドで送信できる機能

です。この機能を使うと、メインバンド

の異なる無線機(例えばTH-F28と
TH-F48) とも交f言できます。

文字を使って交信する

(メッセージ伝送)

TH-F28/TH-F48では、音声信号の他に
英数字6文字分のメッセージを送受信することがで

きます。

メッセージの送信には、キーボードから直接送出す

る方法と、いったんメッセージ用のメモリーに登録

し、まとめて送出する方法があります。

受信したメッセージはディスプレイに表示されます。

メッセージを送受信するときには必ず、 DTSSまた

はページングを併用してください。

.キ一入力対応表

力

字
入

文

キー操作キー操作 力

字
入

文
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⑮
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開
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③
①
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⑮
⑤
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問
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①
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⑮

⑪
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⑪
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⑪
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⑪
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錦
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⑤
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テンキーでメッセージメモリ一番号 (0
-9)を入力する
メッセージカf設定され、周波数表示に戻

ります。

る
!
⑮

.メッセージをメッセージメモリーに登録する

[MESSAGE] 

.メッセージを確認する

[ F]を 1秒以上押し、

を押す

-
⑨

v
d
 

[M]を押し、続けて [MESSAGE]を
押す

ディスプレイにメッセージマークが

表示されます。

J 一
叫。

利
に
使
う

AP日

[0 ]-[ 9]、[F]，[M]、[MHz]1 3 
キーでメッセージを入力する

6文字まで入力できます。
( rキ一入力対応表j参照)

テンキーでメッセージメモリ一番号を入

力します

町

Q
ー
⑮

登録されているメッセージが表示されま

す。ヨ
ロ
パ
ベ
刷

I
r
L
回 ， 'IIIC 

LT IL 
，-cu 
Lr-'L 
o APD 

方々

， 'IIIC 
LT IL 

す一ま一了一終一を一

す
力
一

押
入
一

T
L

を
の
耳
作

E
・4
附

，一L
包

E.
，.. ，
 

]
三
二
r
L
g

R
セ一

M
ツ一

[
メ
一

|賦たときはVFOキーを押川ら入力し直します。

登録されていないときは、次のように表

示されます。Q 

‘司・
11 11 11 
;r;r ;r 
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，
 

畠・
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ヴも [MESSAGE]を押す

確認を終了します。

-メッセージを送信する

送受信周波数を合わせる

8 
0-g 

ページングまたは DTSSを設定する

[PTT]をナ甲しながら [MESSAGE]を押

す。

ただちにテンキーで送信したいメッセ

ージ番号(0 ~ 9 )を押す。

巴~ 01 

「口， "II/C 
Lr-'L L/IL 
回 AP日

登録されたメッセージが表示されると

ともに送信されます。

別のメッセージを続けて送信するときは

上記の操作をくりかえします。

-キーボードから直接メッセージを送信する

送受信周波数を合わせる

(
匂

.. 
ページンクまたは DTSSを設定する

[P T TJを押す
ぺージングコードやDTSSコードを先

に送信します。

1..;， _守
、一

圃

#C二〉

⑤ 
#C二〉

最初に[#]を押す

[P T TJを押したままキーを押す
対応する文字が送出されます。(rキ 入
力対応表J参照)。
最後にも[#]を押します

{列 CALLMEをi差f言するとき
#CALLME#の}II買に押す。

必r-i~~ .2丁目 MSG M STEP MSG M srEP 

￥u! 2@(E己C2缶詰(DA5@但忌cs@但~C

# C A L L 
TQNE 

6品 (DA3窃①B♀ 「各キーは 2秒以内1
一一石一一一一τ一一-#~ Lt二押します。 J

-メッセージを受f言する
送受信周波数を合わせる

hvo 

ページンタまたは DTSSを設定する

[F]を押し、続けて [MESSAGE]を

押す

メッセージ受信がONになります。

IQ;;J 01 

υココ ，，-，，-/ ，_，_，. ILILI 
s APO 

メッセージを受f言すると
メッセ ジマークカ昔、点滅し、メッセージが

表示されます。メッセージは受信メッセー

ジバッファに蓄えられます。



くみE

圃DTSS ON  のとき

υココ ，，-/r， 
-':'::'1:'::'1. ILILI 
図 APO

ι 
品LI Ihdd 
図 APO

.ページングONのとき

I品弔1 1 11 
LI IL LI IL -
日 APO

この状態から

① [MESSAGE] を押すと、ページンク

コードが表示されどの局から切-~，以

セージかが.わかります。

茂ιtυはJλtυJ川tυ J 
守守，仏ヤb

もう一度 [MESSAGE] を押すと、ぺ一

ジングモ一ドになります。

@:;J 

ロココI _，_，. /1-"-' ILILI 
日 APO

-受信メッセージバッファを表示する

圃 s[MESSAGE] を拘3す[同調]を回す

メ yセージをl順に表示します。
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-受f言メッセージバッファをクリアする

何
ザ
ヴ

[M] を1秒以上押し、 [MESSAGE] 

を押す

‘冨惨



クロスバンド機能を使う

サブバンドでの受信とメインバンドでの送信を交互

に切り替えて使うことができます。この機能を使う

と、メインバンドの異なる無線機(例えばTH-F

2 8とTH-F48)聞で交信できます。

参考:

TH-F28 

メインバンド ('44~'46MHz VHF帯)
サブバンド (430~440MHz UHF帯)

TH-F48 
メインバンド (430~440MHz UHF帯)

サブバンド ('44~146MHz VHF帯〉

[通常の場合]

争委

[TH-F28と

144-146 MHz 

‘2・
サブバンド

430 -440 MHz唾診

Bさん

TH-F4811 

ーーーーーーーー.. 1.-'-"'--'、
110 
Eコl

逗言号 、長

F

⑧
 

Q 
[B A N D]を押す
サブバンドに切り替えます。

受信周波数を合わせる (VF 0モード)

Q 
， -
~.戸守

[B A N D]を押す
メインバンドに戻ります。

、 送信周波数を合わせる

匂
v山

Q

⑤ 

[F]を押し、続けて [BAND]を押す
クロスバンド機能力昔、ONになります。

ディスプレイに x と受信周波数が表示さ
れます。

=c: 

υココ tコ，-，，_，_，. IL LI 
回目PO

サブバンドの周波数で受信します。

[P T T]を押す
メインバンドの周波数で送信します。

もう一度、 [F]と [BAND]を押す
と、クロスバンド機能が解除されます。

メモリーチャンネルの受信周波数にサブバンドの周波
数を設定し、送信周波数にメインバンドの周波数を設
定することもできます。
(35ぺージの「スプリットチャンネルのデータを登
録するJと同じ手順です)



-ベル音を切り替える

「ピッピ-J音と「プルプルJ音を切り替えます。

注意 ・CTCSS ONとベルONを同時に設定した場合、 C
TCSS周波数が一致する信号が1秒以上続いたときに
ベルが動作します。

. DTSSまたはページングONとベルONを同時に設定
した場合、コードが一致する信号を受信したときにベル

が動作します。

-ベルが動作している問も、モニタースイッチを押すと、

音声を開くことができます。

・ベルは受信した電波の質(音声の低域歪やイグニッショ

ンノイズの混入など)によって誤動作することがありま

す。オプションのTSU-7を使用して、 CTCSS周
波数を 141. 3Hz以下に設定すると、これらの影響
を受けにくくなります。

ベルがONのとき、オートパワーオフ機能は動作しませ
ん。

留守申の着信を知らせる
(ベル)

信号受信時、音声信号の代わりにベルを鳴らしま

す。

CTCSS 、DTSSやページングと併用すると、

特定局からの呼び出しを、べ‘ル音で‘知らせてくれま

す。

受信した時刻がディスプレイに表示されるため、留

守中でも着信のあったことが‘わかります。

#C二〉

-¥¥1¥¥1¥'))晶 [S Q L]でスケルチを合わせる
時

Q

邑送受信周波数を合わせる

旦盟主 [BELL]を押す

#~ ベルがONになります。
BELL ディスプレイにベルのマークが表示され
ま す..マ

LIココ Iコ1-' ~ -， :'::1 :.J . 1 C LI 
OA問

信号を受信しスケルチが聞くと、 5秒間
ベルが鳴り、ベルのマークが点滅し、受

信時刻が表示されます。

(音声は聞こえません)

ILI・コC
1 1・_，_，

ま宇;

さらに、信号を受信すると、時刻は更新さ

れます。

[BELL]を押す

もう一度押すとベルの表示が消え、ベルが

OFFになります。
園
も
っ
と
便
利
に
使
う

[BELLJを押しながら [POWE R]を

押す

ベル音カf交互に切り替わります。

‘2・
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故障とお考えになる前に

症状

電源が入らない

原因・対処

-電池切れです。新しい電池と交換するか充電をしてください (P4参照) 0 

・電源ケーブルが不良か、うまく接続されていません。調査してくださし、。
ePG-2Wまたは PG-3Fまたは PG-3Hのヒューズカず切れています。ヒューズカf切れた原

因に関する修理をした後、ヒューズを交換してくださし、。

送信中にディスプレイ表示が|・電池切れです。新しい電池と交換するか充電をしてください (P4参照)

点滅したり、消えることが‘あ|
る l

受f言できない。またはVOし
つまみを回しでもスピーカー

から音が聞こえない

-スケルチが閉じています。 SOLつまみを調整してください (P8参照) 0 
・ PTTスイッチを押したままです。 PTTスイッチを離してくださし、。

・TSU-7を取り付けている場合、 CTCSSが動作しています。 Fキーと 3キーを押して、

CTCSSをOFFにしてください(P49参照)。
・ DTSSが動作しています。 Fキーと 2キーを押して、 DTSSをOFFにしてください (p51 

参照) 0 
・ページングカず動作しています。 Fキーと 1キーを押して、ぺージングをOFFにしてください (p
54参照)。

同調つまみを回しでも周波数|・キーが口ッグされています。 LOCKスイッチを押し下げて、キーロックを解除してください

が変化しない ( P26参照)。
・べル機能力I~'O Nになっています。ベルキーを押してください(P 61参照)

同調つまみを回しでも周波数|・コールチャンネルモードになっています。 CALLキーを押してください。
が変化しない

テンキーを押しでもメモリー|・メモリーチャンネルにデータが登録されていません。データを登銀してください。

チャンネルが呼び出せない ( P35参照)

‘罰惨



症状 |原因・対処

電源を入れたとき、以前にメ|・パックアップ用電池がなくなってしまい、データが消失しました。電池ケースや外部電源から
モリーしたデータが呼び出せ時間で充電されます。完全に充電するには約 10時聞かかります。
ない

メモリーシフトすると周波数|・プログラマブルVFOが設定されていると、周波数がその範囲内に補正されます。
がシフト前と変わる (p 25参照)

リパースカず解除できない -シフトがONになっています。シフトをOFFにしたあとで、リバースを解除してください
( P33参照)。

スキャンの周波数がある範囲|プログラムスキャンが設定されている
内しか変わらない

プログラムスキャン (21ページ)

同調つまみを回しでも、ある|プログラマブル VFOが設定されている .プログラマブ‘ルVFO(14ページ)
ところ以上(または以下)し

か周波数が変わらない

レピーターを使用できない -トーン周波数などが‘正しくありませんo レピーターを使用する条件をもう一度確認してください

( P32参照)。

d・戸市~

-アフターサービスについて

以上の処置をしてもうまく動かない場合には、お買上げの販売庖または当社サービスセンタ一、営業所にご相談ください。

保証期聞はお買上げ‘の日より 1年間です。正常な状態でのご使用にもかかわらず万一故障が、生じた場合には、お手数ですが製品に保証

書を添えて、お買上げ、の販売庖または当社サービスセンタ一、営業所にご相談ください。保証書の規定にしたがって修理いたします。

このため、保証書は必ず所定事項をご記入の上、大切に保管してください。

保証期間経過後の修理についても同様にご連絡ください。修理が可能なものにつきましては、お客様のご要望により有料で修理いたし

ます。

故
障
と
お
考
え
に
な
る
前
に

‘冨惨



工場出荷値に戻す
(リセット)
各種の設定やメモリーの内容を工場出荷値に戻しま

す。

eVFOリセット

時計、コールチャンネル、プログラムス

キャンの上下限周波数、メモリーチャン
.，i.;，~ ~ 

ネル、オートダイアラー以外の内容をリ

セットします。

(DA [F]を押しながら[POWE R]を押す

回
VFOがリセットされます。

.メモリーリセット

すべてのメモリーの内容をリセットしま

す。

圃 q二)8
[M]を押しながら[POWER]を押す

回
メモリーがリセッ卜されます。

‘a・



アクセサリー

単3電池ケース

BT-8 1.1'σ0" 
CTCSSユニット

TSU-7 

本機で使用できるアクセサリーには次のようなものがあります。

プチホン型イヤホン

HS-9 
VOX. PTTf寸き
ヘッドセット

HMC-2 

小型スピーカ-
7 イクロホン

SMC-32 

ア
ク
セ
サ
リ
ー

ぞう¥三?~ 
拡張メモリーユニソト

(200チャンネル)

ME-l 

VOX. PTTf寸き
ヘッドセ yト

HMC-3 

リモートコントロール
スピーカ~?イクロホン

SMC-33 

一、
品目，!守

各!/象P

‘2・
安定化電源用にはPG-2W、車載周にはPG-3FまたはPG-3Hをお使い下さい。

PB-13はDCINから自動的に充電されます。 PB-13の過充電や、車のバッテリーの消耗を防ぐため、 PB-13をつけたままDCIN 

端子から15時間以上充電することはおやめ下さい。



‘罰・

ニソカドバッテリー

7.2V 700mA 

PB-13 

タ

ニッカドバッテリー

7.2V 1l00mAh 

PB-18 

ヲ90ヲD

a 
戸ぐ

ニッカドノぐッテリー

12V 700mAh 

PB-17 

目可〈

ウオールチャージャー

BC-14(PB-13用)
ノイズフィルター付き

シカ'レソトライターコード

PG-3F 

⑩ どタ
急速パソテリー

チャージャー

充電時間の目安時間

BC-15(PB-13用)

急速バッテリー

チャージャー

充電時間の目安時間

x 

BC-15G(PB-13/17/18) 

Q 

ノイズフィルター付き

シガレソトライタ -..Q;，τE

PG-3H 

み
フ。ラグコード

PG-2W 

アダフ。タ-f寸
シーベル金具

BH-6 

モービルブラケット

MB-6 

ハンドストラップ

、 HB-2

防水ソフトケース

WR-2 

ソフトケース

SC-33/34 



eCTCSSユニット(Tsu-7)の取り付け

①本体背面のリリースボタンを押し、電池ケースを引

き抜きます。

②本体背面の4本のねじをはずします。

ア
ク
セ
サ
リ
ー

⑥ TSU-7付属のクッションをユニットの裏側(コネク
ターのf寸いていないイ則)に買占りf寸けます。
⑦ TSU ι7をコネクターに取り付けます。

TSU-7 

③指を電池ケースの中に入れて背面ケースの爪をはず

します。

⑧コードをはさまないように注意しながら、はずしたケー

スを元に戻します。

⑨ 4本のねじを止めます。

⑩電池ケースを挿入します。

‘2・

④本体を表向きにします。

⑤内部の配線に注意しながら前面パネルを PTTス

イッチの側から聞きます。



.・

.メモリー拡張ユニット (ME -1  )の取り付け

①本体背面のリリースボタンを押し、電池ケースを引

き抜きます。

②本体背面の4本のねじをはずします。

③指を電池ケースの中に入れて背面ケースの爪をはず

します。

④本体を表向きにします。

⑤内部の配線に注意しながら前面パネルを PTTス

イッチの側から聞きますn

⑥図のようにME-1をコネクターに取り付けます。

.L;， _噌
‘ーー

ME-1 

ME-lは部品の付
いた面を上にして

取り付けます。

②コードをはさまないように注意しながら、はずしたケー

スを元に戻します。

⑧ 4本のねじを止めます。

⑨電池ケースを挿入します。

⑩ VFO  リセットをします。 (66ページ参照)

-メモリーチャンネルの呼び出し桁数の切り替え

工場出荷値は 2桁呼び出しに設定されています。

Fキーを 1秒以上押してからMRキーを押すと、呼び出し

桁数が次のように切り替わります。

2桁呼び出し(工場出荷値)→ 3桁呼び出し

↑ ↓  

1桁呼び出し



-
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-プログラマブルファンクションの設定

①本体の電源を OFFにします。

② SMC-33を本体の MIC端子に接続します。

③ SMC-33の 1(または2、3)キーのどれかを押し

ながら、 POWE Rスイッチを ONにします。

プログラマブルファンクション表示になります。

.リモートコントロール・スピーカ一マイクロホ

ン CSMC-33) の使用

SMC-33はスピーカ一マイクロホンとなるだけでは

なく、 1、2、3キーをイ吏って本イ本をコントロールする

ことができます。

1、2、3キーには、本体の特定のキーの機能を割り当

てます。すると、 1、2、3キーは、本体のキーとまっ

たく同様に働きます。ープログラマブルプァンクション

④本体のキー操作をします。操作したキーの機能がSMC

-33の 1(または 2、3)キーに設定されます。

口c， ， 
s APO 

[C [M R] 工場出荷時、 1、2、3キーは [VF 0] 

A L L] キーとして設定されています。

SMC-33の 1キーは例 BANDキーを押すと、

BANDキーになる

CALL MR VFO 

1キーはVMCFキーを押し CALLキーを押すと、

スキヤンキーになる

PTTスイッチ

‘a・

d・声帯~

イヤホンジヤック

ロックスイッチ



‘. 

注意 SMC-33を本体に接続する時は、必ず電源スイッチを

OFFにしてから接続してください。

・本体のキーがロックされていても、 SMC-33のスイッチ

はロックされません。

-送信中に 1，2， 3キ は動作しません。

-設定可能なキ一一覧

下記のキーを押す

同調つまみ

右方向 UP 

左方向 DOWN 

Fキーを押し、続けて
左側のキーを押す

I::::~:~円 17T不可MONI 

MESAGE メッセージ受信

BAND クロスパンド機能

VFO メモリーシフト

Hr. 刊L~......... ……。.......… ...l..Y..~.主q:.ア.どいー
I C A L L I VMCスキャン
I 1:メモリーコール 01 Iぺージング
I 2:メモリーコール 02 I D T S S 
I 3:メモリーコーJレ03 I C T C S S 
4:メモリーコール 04 I ー
5:メモリーコール 05 Iメモリーチャンネル

|メッセージ表示

6:メモリーコール06 Iメモリーチャンネルロック
|アウト

( 7 : :!ぞ竺;:メモリ一コ一ル 08 Iオ一卜 FバTワ一 ; 
9:メモリーコール 09 I ー

0:メモリーコール 00 Iシフト

M I V FO  ←→MR  

MHz 周波数ステップ

LOW 送信禁止

CLOCK リJ¥ース|旨雇 L..L.................................l ト二戸



.リモコン機器との接続

リモコン機器を使用するには以下のように接続してくださ

し、。

.外部装置との接続

MIC端子やSP端子に、外部スピーカ一、外部マイク

ロホン、 RTTY、FAXなどの外部装置を接続する場

合には、下回を参考にしてくださし、。

-ア
ク
セ
サ
リ

〉
〉

ω
u
L
O
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l
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国
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時
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れ
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国町工
h
叩

(注2) 10~F 

‘2・

1011F (注2)(注1)

(注 1)内部の5Vラインから220Qの抵抗を通して電

圧が出ています。 (3.5mA流したときに約4V

の電圧になります。)

(注2) 次の場合は10μFのコンデンサは不要です。直

接つないでください。

-外部装続側に直流カット用コンデンサがつ

いている場合。

・外部マイクロホンに2端子のコンデンサマ

イクロホンを使用する場合。



定格
TH-F28 TH-F48 

一般仕様

用湾需主再開(r.tl.I5.~.2:L............. ..I. ....~.1.1.三1何 ! 竺0-仔q
電波形式 F2， F3(FM) 

アンテナインピーダンス 500 

使用温度範囲 -200C-+600C 

電源電圧 |外部電源(V)I 7.2-16(13.8) 

(定格電圧)I電池端子(V)I 5.8-16(7.2) 

送信時 H13.8V 約1.4A 約1.6A

(外部電源

消|送信時 H7.2V 約0.95A 約1.1A

費しj電池揖子)ー ー‘ ー.............
電 l送信慢Lーーーーーーー 1...... 約0・開 L............開閉.6A
流 I.....~孝信時J::.~..........................I 約~9..~~........I 約部m竺
受信待ち受け時 | 約55mA 約57mA

ハーッテリーセーIγ一時平均 | 約15mA 約15mA

接地方式 | マイナス接地

寸法(WxHxD) 49.5x115.8x37.8mm 

寸法(突起物含む 61.2x131.5x37.8mm

重量(勢 約330g

マイヲ日本ンインピーダンス 2kO 

送信部

送 H 13.8V(DC IN端子) I 5W 

信....日:?Y.(.電池靖子i::::::::::I 緑説::::1:::::::::::説示
出し | 約0.5W

力 EL 約20mW

‘2・

変調方式 | リア丹ンス変調

最大周波数偏移 :!:5kHz 

Z701)アス発射強度 -60dB以下

受信部

受信方式 | 空0アールスーハ。ーへテロダイン

第1中間周波数 45.05MHz 

第2中間周波数 455kHz 

受信感度 1-16dBμ 1-15dBμ 

け2dB$INAD) 1(0.16μV)以下 1(0.18μV)以下

サブバンド |サブァバンド

(UHF) I (VHF) 
-10dBμ1-10dBμ 

(0.32μV)以下 1(0.32μV)以下

スケJ~チ感度(メインバンド -20dBμ(0.1μV)以下

選択度 -6dB 12kHz以上

選択度 -40dB 28kHz以下

低周波出力 200mW以上

(10%ひずみ時 (80)負荷

骨アンテナ、ハンドストラップ、ベルトフック、電池(単 3X 

6本)を含む

注意 ・JA I A (日本アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法によりま

す0

・定格は技術開発に伴い変更することがあります。



.送信機系統図

TH-F28 

マイヲ

低周波増幅リミ J1;/

口-1¥スフィル1;/

NJM4560M 

TH-F48 

マイウ

低周波増幅リミッ空

白-J'¥スフィJレ空

NJM4560M 

九¥¥

1¥¥一一
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開局申請書の書きかた
本機は技術基準適合機ですので、『アマチュア無線局の

無線設備の技適証明書発行・保証認定願』および r工事設計』

に技術基準適合証明番号を記載することにより、選賃埜塁

統図と工事設計の発射可能な電波の型式周波数の範囲以降

の記入を省略することができます。

技術基準適合証明シーJレ(~O

O~)番号は無線機毎に異なります。

.. 

1...{<._~ ... 、

保証認定でアマチュア無線局を申請する場合は、

「工事設計」に下記の項目を記入してください。

TH-F28 TH-F48 

発射可能な電波の型式 ロ}144MHZ帯 叩30MHz帯
周波数の範囲 F3 F3 

変調 σコ 方式 リアクタンス変調

定

終

段

管

格 出 力 5W 

名 称・個 数
S-AV22A S-AU26 

XI XI 

電 庄 12.5V 12.4V 

申請書類及び申請に関するお問合せは

財団法人 日本アマチュア無線振興協会

〒170東京都豊島区巣鴨 1丁目24番 3号

小島ビル

電話代表 (03)5395-3200 

認証課 (03)5395-3204 



3・、一一
¥、¥

運用にあたってのご注意

-電波を発射する前に

日本アマチュア無線機器工業会 (JA I A) 

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の馬波数があり運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射するとアマチユ

ア局が電波法令を満足していても、不測の電波障害カf発生することがあり、移動運用の際は十分ご注意ください。特に次の場所での運

用は原則として行わず必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、

業務用無線局友び中継局局辺等。

開
局
申
請
書
の
書
き
方

参考 無線局運用規則第9章アマチュア局の運用(発射の制限等)

第 258条 アマチユア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれが‘

あるときは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下略

~ ~ .~.，... 

軒、'
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アフターサービスのお問い合わせは、

購入広または最寄りの当社サービスセンター

営業所をご利用ください。

商品に関するその他のお問い合わせは、

お客様相談室をご利用ください。

電話03-3486-5515

|くENWOODC
株式会社ケンウッド
東京都渋谷区渋谷2-17-5(シオノギ渋谷ビル)〒15α

電話03-3486-5511

町三山，


